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教職員自己評価(2学期》

■あてはまる■少しあてはま馬

【学力】分かる授業の実現､授業のユニバーサルデザ

イン化､学び合いの場面の導

【学力】!Web配信問題の結果や全国学力調査の結果

の活用による授業改善

【いじめ対応】日常的な情報交換｡いじめの未然防止

早期発見､組織的な対応

【心の教育】人権教育､同和教育を基盤とした､差冨:.；

や偏見を許さない雰囲気の醸成

【命の教育】教科､道徳､あらゆる教育活動を通した命
を大切にする教育

【健康】家庭と連携したメデイアセーブ運動の取組の推
進

【小中連携､地域連携】小中連携､地域連携による教
育活動の充実､地域貢献

【部活動】部活動運営においては､生徒との人間関係
を基盤とした計画的な活動

【学校運営】IAKBプロジェクトにおける実施､評価･点検
の取組

【情報発信】各種たより、HP等の活用による定期的
な家庭､地域への情報発信

あまりあてはまらなし
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生徒アンケート（15年12月全校一斉に実施

■4とてもそう思う■3そう思う■2

-1[90分以上】i[f,n分以上～'Ill分未満】
4【9時頃】3【10時頃】

4【主食十主菜十副菜】3【主食十主菜】
4【全く､ほとんどない】3【1時間以内】

あまり思わない■1思わない

2[30分以上～60分未満】1[30分未満且
2【11時頃】1【12時以降亘

。【主食のみ】1【食べない菖
2【2時間以内】1【2時間より言
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50％ 100％

(1)学校は楽しし

(2)毎日の学習時霞

(3)計画的に学習(テスト期間中

(4)授業の理解度

(5)家庭学習時間の向一

(6)友達への思いやりをもって接す“

(7)友達の悪口や陰口を言わない生活

(8)いじめを見逃さない雰囲気(学級）

(9)差別をしない､させない意職の高ま
り

(10)責任感(係や委員会； 80

(ﾕﾕ)協力的に参加(学級や学年 房

(12)行事(体育祭･音楽祭)への参蕊 2 7 函

1
(13)進んであいさつ

(14)目標を決めて運動の取組

(15)きのうの寝た時刻 27 1

(16)朝食の内容

(17)食事のバランスを考え､食べる

』
I

321(18)平日、メディアとの接触時間

69148

22

ユユ

40

19 4719

←”

… 動

64

8 7326

|I 47

56

7 213

59

529

52

43『ユ6

3918

1つ

lj§O且Z

50

聾且『＝

50

唾区 58

49

4922三

2S『



ー

保護者アンケート結果(H27年12月実施､回収124人＞

■そう思う、■どちらかというとそうであるpどちらかというとそうでない■そう思わない、■わからなし：

そうである そうでない

0%20%40%60%80%100%

40%lO^BSil子どもは楽しそうに学校生活を送っている‐

2子どもは将来への夢や希望を持っている

23％函ﾖ学校や友人のことをよく話してくれる。

ー

9％24％追型％

31%15%2%%
L－」

15%2943％

4困ったことなどを相談してくれる。

■
‐
団

sいじめやいやがらせを受けることなく､安心して生活し急＝

いる。

6家蕊などを進んで手伝ってくれる

悪’2ｦ粥7家人や近所の人に、自分から進んであいさつをずる･ 45％ 22％

熱8場に応じた丁寧な言葉通いができる。 26％ 50％ 21％

['4％9子どもは授業が分かりやすいと言っている 36％ 40%

11)日頃から家庭学習に取り組んでいる

(60分以上）

ﾏﾛ

9％5％21％ 10% 35％

11学校は､いじめの防止などによく取り組んでいる。 甜ﾌ兜 44％

12学校は地域と連携して､教育活動の充実を図ってし，

る。
19Ⅸ

■

&12％47％ ﾕ9％

13部活動に熱心に取り組んだ｡(加入者のみ｡8年生は頁
退するまで）

“14％58% 19％

14食事はバランスよく食べている。 319.. 43％ 23％塑艶

15ケータイ､パソコンなどは､ルールを決めて使わせてし

る。 ｢函認17Ⅸ 33％ 36％

48％

23％ ’43％26％琴％

’

30% 39％

ユ7％ 49％

48％’319
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